
◎
ア
ン
フ
ォ
ー
レ

◆
意
見

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
駐
車
場
は
狭

く
て
、
出
入
り
が
大
変
と
聞
く
。
ア
ン
フ

ォ
ー
レ
に
行
く
い
い
方
法
は
な
い
か
。

◆
回
答

立
体
駐
車
場
に
関
し
て
は
、
狭

く
使
い
に
く
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す

が
、
建
築
基
準
法
等
の
要
件
を
確
保
し
、

民
間
事
業
者
が
建
設
運
営
し
て
い
る
も
の

で
す
。
構
造
的
な
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

通
路
に
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
引
く
等
の
改

善
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
市
役
所
立

体
駐
車
場
、
安
城
駅
西
駐
車
場
は
比
較
的

余
裕
が
あ
り
、
駐
車
し
や
す
く
、
駐
車
料

金
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
同
様
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
す
ぐ
そ
ば
に

は
、
あ
ん
く
る
バ
ス
と
名
鉄
バ
ス
の
バ
ス

停
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
の
来
館
も
便
利
で
す
。

霞広報あんじょう 2018.1.15

◆
意
見

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
自
転
車
置
き

場
が
雨
ざ
ら
し
な
の
で
、
屋
根
を
付
け
て

ほ
し
い
。

◆
回
答

無
料
の
自
転
車
置
き
場
に
は
、

屋
根
を
つ
け
な
い
と
い
う
方
針
で
し
た
が
、

利
用
状
況
か
ら
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
に
つ
い
て

は
、
特
例
的
に
一
部
屋
根
を
設
置
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

◎
防
災

◆
意
見

大
雨
等
災
害
時
に
お
け
る
避
難

情
報
の
伝
達
方
法
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

を
教
え
て
ほ
し
い
。

◆
回
答

防
災
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
の
緊

急
速
報
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
て
情
報
を
伝
達
す
る
ほ
か
、
避
難
指
示

等
の
情
報
は
対
象
地
域
へ
の
広
報
車
や
消

防
団
に
よ
る
広
報
活
動
で
、
も
れ
な
く
伝

え
、
逃
げ
遅
れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
必
要
時
に
自
動
的
に
起
動
し
、

情
報
を
伝
達
で
き
る
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及

に
引
き
続
き
努
め
ま
す
。

開催日、会場等
《一般》

７月２９日／二本木公民館
８月２２日／桜井福祉センター
１０月１９日／アンフォーレ
１１月２３日／東部公民館

《団体別》
・愛知県農村生活アドバイザー協会

西三河支部碧海分会安城地区
８月３日／市役所

・海外派遣（交換学生・市民派遣）経験者
８月２４日／市役所

・安城市小中学校PTA連絡協議会
１０月４日／市民会館

・安城市聴覚障害者福祉協会
１０月２８日／社会福祉会館

・安城市保育所父母の会連絡協議会
１１月２４日／中部調理場

▲防災ラジオ（１台２０００円で販売中）

市
長
や
職
員
が
身
近
な
課
題
・
意
見
等
を
聞
く
た
め
に
、
地
区
公
民
館
等
で
実
施
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

「
市
長
と
語
ろ
う
あ
ん
ト
ー
ク
」の
振
り
返
り

特集２

▲アンフォーレの自転車置き場

ン
を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
」と
い
っ
た
や

さ
し
い
表
現
か
ら
、「
周
り
の
み
ん
な
が
見

て
ま
す
よ
」と
い
う
や
や
強
め
の
も
の
に
変

え
ら
れ
な
い
か
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
９
月
の
動
物
愛
護
週
間
に
合
わ

せ
て
広
報
紙
で
の
周
知
・
啓
発
を
行
い
ま

す
。

◎
観
光
・
食
育

◆
意
見

三
河
安
城
駅
の
乗
降
客
を
増
や

す
た
め
に
、
三
河
安
城
駅
と
七
夕
ま
つ
り

会
場
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
て

は
ど
う
か
。

◆
回
答

七
夕
ま
つ
り
の
会
場
付
近
は
大

変
な
混
雑
や
渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
も
ル
ー
ト
を
変
更
し
迂
回
し
て

い
ま
す
の
で
、
在
来
線
を
利
用
し
て
安
城

駅
へ
向
か
う
方
法
が
一
番
現
実
的
だ
と
思

い
ま
す
。

蚊 広報あんじょう 2018.1.15

◆
意
見

食
育
の
紙
芝
居
を
上
演
し
て
い

る
が
、
幼
児
に
は
難
し
い
よ
う
だ
。
高
価

な
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
小
さ
な
子

ど
も
達
が
飽
き
な
い
、
安
城
ら
し
い
紙
芝

居
を
制
作
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

◆
回
答

低
年
齢
児
向
け
の
紙
芝
居
が
な

い
こ
と
に
関
し
て
は
、
次
年
度
で
の
制
作

に
向
け
て
、
紙
芝
居
の
内
容
に
つ
い
て
皆

さ
ん
と
検
討
す
る
等
準
備
を
行
い
ま
す
。

◎
ま
ち
づ
く
り

◆
意
見

新
安
城
駅
の
西
側
の
踏
切
を
、

子
ど
も
を
自
転
車
に
乗
せ
て
毎
朝
渡
る
が
、

車
が
す
ぐ
近
く
を
通
り
過
ぎ
る
ぐ
ら
い
狭

く
、
危
険
な
状
態
。
市
は
ど
う
対
策
す
る

の
か
。
ま
た
、
市
だ
け
で
は
で
き
な
い
と

思
う
の
で
、
国
、
県
、
名
鉄
に
改
善
す
る

よ
う
要
望
が
出
せ
な
い
も
の
か
。

◆
回
答

新
安
城
駅
の
す
ぐ
西
側
の
踏
切

の
渋
滞
に
つ
い
て
は
、
市
も
、
随
分
前
か

ら
問
題
視
し
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
車
を

分
散
さ
せ
よ
う
と
、
平
成

年
に
駅
の
東

２２

に
線
路
の
下
を
く
ぐ
る
道
路
を
つ
く
り
ま

し
た
。
同
時
に
さ
ら
に
東
に
線
路
の
上
を

跨
ぐ
道
路
も
つ
く
り
、
車
を
減
ら
せ
ば
少

ま
たし

安
全
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
再
び
車
が
集
ま
っ
て
き
て
し

ま
い
ま
し
た
。
南
北
の
分
断
は
解
消
で
き

ま
し
た
が
、
踏
切
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ

課
題
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
に
は
踏
切
内
道
路
を
広
げ
よ

２３

う
と
検
討
し
ま
し
た
が
、
建
物
が
迫
っ
て

い
て
前
後
の
道
路
の
幅
員
が
広
げ
ら
れ
ま

◎
市
民
生
活
・
環
境

◆
意
見

中
学
３
年
生
の
時
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ
の
交
換
学
生
事
業
に
参
加
し
、

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
高

校
生
と
な
っ
て
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
留
学
生

と
話
す
機
会
が
あ
っ
た
が
、
自
分
の
語
学

力
は
ま
だ
ま
だ
だ
な
と
思
っ
た
。
大
学
入

学
後
に
留
学
し
て
、
自
分
の
語
学
力
を
磨

き
、
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

◆
回
答

若
い
人
た
ち
の
、
英
語
学
習
へ

の
熱
意
、
留
学
希
望
を
聞
き
、
大
変
頼
も

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
年
７
月
、
所
得
の
増
え
て
い
る
東
南

ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
誘
致
に
つ
な
げ
る

た
め
、
現
地
の
観
光
社
、
経
済
団
体
に
説

明
、
宣
伝
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

東
南
ア
ジ
ア
の
人
々
は
、
高
級
食
材
や

甘
い
食
べ
物
、
日
本
の
フ
ル
ー
ツ
が
大
好

き
で
イ
チ
ジ
ク
狩
り
へ
の
要
望
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

国
際
交
流
は
非
常
に
重
要
で
、
経
済
も

密
接
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
、
市
民
交
流
、
経
済
交
流
に

挑
戦
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

◆
意
見

公
園
を
歩
い
て
い
て
犬
の
フ
ン

を
踏
ん
だ
と
聞
く
。
広
報
で
犬
の
フ
ン
の

始
末
に
つ
い
て
啓
発
で
き
な
い
か
。

◆
回
答

フ
ン
を
入
れ
る
袋
を
持
た
ず
に

犬
の
散
歩
を
す
る
と
い
う
人
も
い
る
よ
う

で
す
。

フ
ン
の
放
置
防
止
看
板
の
表
示
を「
フ

せ
ん
で
し
た
の
で
、

尺
だ
け
幅
員
を
広

４０

げ
ま
し
た
。

平
成

年
度
に
、
国
が
問
題
の
あ
る
踏

２８

切
と
し
て
全
国
で

カ
所
程
を
指
定
し
ま

５３０

し
た
が
、
県
内
で
は

カ
所
程
、
内
５
カ

７０

所
が
安
城
市
内
で
あ
り
、
こ
こ
は
そ
の
１

つ
で
す
。

問
題
を
解
消
す
る
1
番
の
方
法
は
鉄
道

と
道
路
の
立
体
交
差
で
す
。
鉄
道
を
上
げ

る
際
に
は
、
ま
ち
を
も
う
一
度
整
備
し
直

す
必
要
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
費

用
と
時
間
の
課
題
が
大
き
く
、
す
ぐ
に
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
組
織
し

て
当
面
の
解
決
案
を
練
っ
て
も
ら
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
考
え
て
い
き
ま
す
。

■問 ▼秘書課（緯〈７１〉２２０２）

▲紙芝居で食育活動

▲課題の多い名鉄新安城駅西側の踏切



◎
ア
ン
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ォ
ー
レ

◆
意
見

ア
ン
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ォ
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駐
車
場
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狭
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、
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入
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大
変
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聞
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ア
ン
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ォ
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。

◆
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狭
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が
、
建
築
基
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法
等
の
要
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を
確
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し
、

民
間
事
業
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が
建
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運
営
し
て
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も
の

で
す
。
構
造
的
な
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更
は
で
き
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が
、

通
路
に
セ
ン
タ
ー
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を
引
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等
の
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ま
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、
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所
立
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車
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、
安
城
駅
西
駐
車
場
は
比
較
的

余
裕
が
あ
り
、
駐
車
し
や
す
く
、
駐
車
料

金
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
同
様
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
す
ぐ
そ
ば
に

は
、
あ
ん
く
る
バ
ス
と
名
鉄
バ
ス
の
バ
ス

停
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
の
来
館
も
便
利
で
す
。

霞広報あんじょう 2018.1.15

◆
意
見
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転
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置
き
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を
付
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ほ
し
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。

◆
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屋
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、
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ア
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特
例
的
に
一
部
屋
根
を
設
置
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

◎
防
災

◆
意
見

大
雨
等
災
害
時
に
お
け
る
避
難

情
報
の
伝
達
方
法
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

を
教
え
て
ほ
し
い
。

◆
回
答

防
災
ラ
ジ
オ
、
携
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情
報
を
伝
達
で
き
る
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及

に
引
き
続
き
努
め
ま
す
。

開催日、会場等
《一般》

７月２９日／二本木公民館
８月２２日／桜井福祉センター
１０月１９日／アンフォーレ
１１月２３日／東部公民館

《団体別》
・愛知県農村生活アドバイザー協会

西三河支部碧海分会安城地区
８月３日／市役所
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１０月２８日／社会福祉会館

・安城市保育所父母の会連絡協議会
１１月２４日／中部調理場

▲防災ラジオ（１台２０００円で販売中）
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、
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介
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り
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帰
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し
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表
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の
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ん
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が
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よ
」と
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や
強
め
の
も
の
に
変

え
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と
思
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ま
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光
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運
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は
ど
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滞
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迂
回
し
て

い
ま
す
の
で
、
在
来
線
を
利
用
し
て
安
城

駅
へ
向
か
う
方
法
が
一
番
現
実
的
だ
と
思

い
ま
す
。
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よ
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と
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な
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安
城
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し
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紙
芝

居
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て
も
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え
な
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か
。
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齢
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居
が
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こ
と
に
関
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て
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年
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で
の
制
作
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、
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芝
居
の
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に
つ
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て
皆

さ
ん
と
検
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す
る
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を
行
い
ま
す
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◎
ま
ち
づ
く
り

◆
意
見

新
安
城
駅
の
西
側
の
踏
切
を
、

子
ど
も
を
自
転
車
に
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せ
て
毎
朝
渡
る
が
、

車
が
す
ぐ
近
く
を
通
り
過
ぎ
る
ぐ
ら
い
狭

く
、
危
険
な
状
態
。
市
は
ど
う
対
策
す
る

の
か
。
ま
た
、
市
だ
け
で
は
で
き
な
い
と

思
う
の
で
、
国
、
県
、
名
鉄
に
改
善
す
る

よ
う
要
望
が
出
せ
な
い
も
の
か
。

◆
回
答

新
安
城
駅
の
す
ぐ
西
側
の
踏
切

の
渋
滞
に
つ
い
て
は
、
市
も
、
随
分
前
か

ら
問
題
視
し
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
車
を

分
散
さ
せ
よ
う
と
、
平
成

年
に
駅
の
東

２２

に
線
路
の
下
を
く
ぐ
る
道
路
を
つ
く
り
ま

し
た
。
同
時
に
さ
ら
に
東
に
線
路
の
上
を

跨
ぐ
道
路
も
つ
く
り
、
車
を
減
ら
せ
ば
少

ま
たし

安
全
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
再
び
車
が
集
ま
っ
て
き
て
し

ま
い
ま
し
た
。
南
北
の
分
断
は
解
消
で
き

ま
し
た
が
、
踏
切
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ

課
題
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
に
は
踏
切
内
道
路
を
広
げ
よ

２３

う
と
検
討
し
ま
し
た
が
、
建
物
が
迫
っ
て

い
て
前
後
の
道
路
の
幅
員
が
広
げ
ら
れ
ま

◎
市
民
生
活
・
環
境

◆
意
見

中
学
３
年
生
の
時
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ
の
交
換
学
生
事
業
に
参
加
し
、

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
高

校
生
と
な
っ
て
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
留
学
生

と
話
す
機
会
が
あ
っ
た
が
、
自
分
の
語
学

力
は
ま
だ
ま
だ
だ
な
と
思
っ
た
。
大
学
入

学
後
に
留
学
し
て
、
自
分
の
語
学
力
を
磨

き
、
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

◆
回
答

若
い
人
た
ち
の
、
英
語
学
習
へ

の
熱
意
、
留
学
希
望
を
聞
き
、
大
変
頼
も

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
年
７
月
、
所
得
の
増
え
て
い
る
東
南

ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
誘
致
に
つ
な
げ
る

た
め
、
現
地
の
観
光
社
、
経
済
団
体
に
説

明
、
宣
伝
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

東
南
ア
ジ
ア
の
人
々
は
、
高
級
食
材
や

甘
い
食
べ
物
、
日
本
の
フ
ル
ー
ツ
が
大
好

き
で
イ
チ
ジ
ク
狩
り
へ
の
要
望
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

国
際
交
流
は
非
常
に
重
要
で
、
経
済
も

密
接
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
、
市
民
交
流
、
経
済
交
流
に

挑
戦
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

◆
意
見

公
園
を
歩
い
て
い
て
犬
の
フ
ン

を
踏
ん
だ
と
聞
く
。
広
報
で
犬
の
フ
ン
の

始
末
に
つ
い
て
啓
発
で
き
な
い
か
。

◆
回
答

フ
ン
を
入
れ
る
袋
を
持
た
ず
に

犬
の
散
歩
を
す
る
と
い
う
人
も
い
る
よ
う

で
す
。

フ
ン
の
放
置
防
止
看
板
の
表
示
を「
フ

せ
ん
で
し
た
の
で
、

尺
だ
け
幅
員
を
広

４０

げ
ま
し
た
。

平
成

年
度
に
、
国
が
問
題
の
あ
る
踏

２８

切
と
し
て
全
国
で

カ
所
程
を
指
定
し
ま

５３０

し
た
が
、
県
内
で
は

カ
所
程
、
内
５
カ

７０

所
が
安
城
市
内
で
あ
り
、
こ
こ
は
そ
の
１

つ
で
す
。

問
題
を
解
消
す
る
1
番
の
方
法
は
鉄
道

と
道
路
の
立
体
交
差
で
す
。
鉄
道
を
上
げ

る
際
に
は
、
ま
ち
を
も
う
一
度
整
備
し
直

す
必
要
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
費

用
と
時
間
の
課
題
が
大
き
く
、
す
ぐ
に
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
組
織
し

て
当
面
の
解
決
案
を
練
っ
て
も
ら
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
考
え
て
い
き
ま
す
。

■問 ▼秘書課（緯〈７１〉２２０２）

▲紙芝居で食育活動

▲課題の多い名鉄新安城駅西側の踏切



ま
す
。

◎
教
育

◆
意
見

最
近
は
、
気
候
の
変
化
か
ら
か

気
温
が
上
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
昔
と
は

環
境
が
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
思

う
。
小
中
学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
整

備
す
る
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

◆
回
答

県
内
で
も
す
で
に
整
備
し
た
事

例
が
あ
り
、
課
題
と
し
て
い
ま
す
が
、
市

内
の
小
・
中
学
校
全
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
す
る
と
、

億
円
程
の
投
資
が
必
要
に

２０

な
り
ま
す
。
ま
た
、
安
城
市
で
は
５
年
ほ

ど
前
に
扇
風
機
を
設
置
し
た
ば
か
り
で
あ

る
こ
と
、
冷
房
の
稼
働
期
間
は
夏
休
み
を

除
く
と
２
カ
月
半
か
ら
３
カ
月
程
度
と
短

い
た
め
、
暖
房
と
し
て
使
う
と
し
て
も
、

学
校
に
は
既
に
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
活
用

し
て
い
る
こ
と
等
、
本
市
の
事
情
も
あ
り

◆
意
見

あ
ん
く
る
バ
ス
が
あ
る
日
突
然

来
な
く
な
っ
た
。
今
後
ど
う
な
る
の
か
聞

か
せ
て
も
ら
い
た
い
。
路
線
の
見
直
し
が

あ
る
と
聞
い
て
い
た
が
ど
う
か
。

◆
回
答

平
成

年
に
大
き
な
改
編
を
行

２６

い
、
概
ね
市
内
全
域
に
行
き
渡
っ
た
と
思

お
お
む

っ
て
い
ま
す
。
路
線
の
頻
繁
な
変
更
は
、

ひ
ん
ぱ
ん

利
用
者
の
混
乱
を
招
き
ま
す
の
で
、
し
ば

ら
く
は
現
状
の
ル
ー
ト
で
様
子
を
見
た
い

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
路
線
見
直
し
の
要
望
は
各
地

で
聞
き
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
改
編
を
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
時
期
は
バ
ス
会
社
を
変
更
す
る
時
が

適
当
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
の
機
会
は
５

年
後
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
間
は
要
望

を
聞
き
な
が
ら
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
す
。

さ
ら
に
、
導
入
を
予
定
し
て
い
る
刈
谷

市
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
刈
谷
市
で
は
、
都

市
ガ
ス
が
利
用
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
安
城
市
で
は
都

市
ガ
ス
が
利
用
で
き
な
い
学
校
が
あ
り
、

夏
場
や
冬
場
の
電
力
の
ピ
ー
ク
を
い
か
に

下
げ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
の
時
代
に
、

電
力
を
多
く
使
用
す
る
方
式
の
エ
ア
コ
ン

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ガ
ス
で
エ
ア
コ
ン
を
運
転
す
る
場
合
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
で
ど
の
程
度
運
転
で
き
る
の

か
、
不
確
実
な
部
分
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
検
討
し
な
が
ら
、
今

後
整
備
し
て
い
く
方
向
で
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
順
序
や
時
期
を
見
計

ら
っ
て
一
斉
に
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か

る
と
思
い
ま
す
。

◆
意
見

中
学
生
が
重
い
リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
通
学
し
て
い
る
の
を
見
か
け
る
。

小
さ
い
体
の
子
も
い
て
大
変
苦
労
し
て
い

る
と
思
う
。
全
国
的
に
も
問
題
に
な
っ
て

い
る
と
聞
く
。
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

◆
回
答

小
学
生
、
中
学
生
と
も
に
通
学

時
に
は
、
用
具
を
持
っ
て
い
き
ま
す
が
、

小
学
生
は
以
前
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
を
使
っ

て
い
ま
す
。
中
学
生
は
、
だ
ん
だ
ん
カ
バ

ン
の
中
身
も
重
く
、
そ
し
て
量
も
増
え
た

た
め
、
次
第
に
リ
ュ
ッ
ク
を
通
学
で
使
う

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
、
教
科
書
の
大
き
さ
も
大
き
く
な

◎
福
祉

◆
意
見

市
役
所
で
手
話
通
訳
者
が
不
在

で
、
満
足
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
ず
、
再
来
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
手

話
通
訳
者
を
増
員
し
て
ほ
し
い
。

◆
回
答

障
害
福
祉
課
の
窓
口
に
は
、
毎

日
開
庁
時
間
中
に
、
手
話
通
訳
者
を
１
人

配
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
他
市
と
比

べ
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
不
在
時
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
事
前

に
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
等
で
対
応
の
可
否

を
確
認
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
確
実
で
す
。

ま
た
、
障
害
福
祉
課
の
職
員
も
自
発
的

に
手
話
の
勉
強
会
を
行
っ
て
お
り
、
若
干

は
対
応
で
き
ま
す
。

◆
意
見

病
児
保
育
の
施
設
が
市
内
に
1

カ
所
あ
る
そ
う
だ
が
、
今
後
、
増
や
す
予

定
は
あ
る
か
。
ま
た
、
前
日
ま
で
に
予
約

が
必
要
で
あ
り
、
利
用
し
に
く
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
。
改
善
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

◆
回
答

病
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
病
児・

病
後
児
保
育
室「
ぐ
ん
ぐ
ん
」（
法
連
町
）で

実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
年

名
程
の
利
用

３００

が
あ
り
ま
す
。
１
日
あ
た
り
４
人
ま
で
受

け
入
れ
可
能
で
す
が
、
４
人
受
け
入
れ
た

日
は
年
間
で
数
日
で
す
の
で
、
施
設
を
増

や
す
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

病
児
保
育
で
は
、
病
気
の
子
ど
も
を
預

か
り
、
時
に
は
感
染
症
の
子
ど
も
を
預
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
他
の
子
ど
も
へ
の

感
染
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
預
け
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
事
前
予
約
を
お
願
い
し
て
い

▲田園地域を走るあんくるバス

俄広報あんじょう 2018.1.15

▲エアコン整備のイメージ

さ
れ
て
お
り
、
平
成

年
度
に
社
会
教
育

２８

指
導
員
が
取
り
扱
っ
た
相
談
件
数
は
、
電

話
で
の
相
談
が

件
、
教
育
セ
ン
タ
ー
に

９１１

出
向
い
て
の
相
談
は

件
で
し
た
。
子
育

６９０

て
、
家
庭
教
育
等
の
相
談
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
意
見

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
以
下「
ス
マ

ホ
」）が
子
ど
も
達
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。
子
ど
も
達
を
ス
マ
ホ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
遠
ざ
け
る
だ
け
で
は

意
味
が
な
い
と
感
じ
る
。
若
い
子
ほ
ど
パ

ソ
コ
ン
が
使
え
な
い
と
い
う
状
況
が
気
に

な
る
。

◆
回
答

ス
マ
ホ
は
大
変
便
利
な
ツ
ー
ル

で
す
が
、
教
育
の
立
場
か
ら
は
マ
イ
ナ
ス

面
が
浮
か
び
ま
す
。

現
在
、
多
く
の
子
ど
も
達
が
ス
マ
ホ
を

持
つ
状
況
に
な
り
、
ス
マ
ホ
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
や
ス
マ
ホ
が
原
因
の
い
じ
め
が
現

実
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
特
に
中
学
生
の

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
の
多
く
が
、
無
料
通
信

ア
プ
リ
で
す
。
返
信
が
来
な
い
、
誹
謗
中

傷
を
受
け
た
等
の
ト
ラ
ブ
ル
や
い
じ
め
等

が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
目
に
見
え
な
い

と
こ
ろ
で
の
こ
と
で
す
の
で
、
教
員
、
保

護
者
に
と
っ
て
対
応
が
難
し
い
状
況
で
す
。

学
校
で
は
県
警
や
携
帯
電
話
事
業
者
か

ら
講
師
を
招
き
、
時
に
は
保
護
者
も
交
え
、

ス
マ
ホ
の
怖
さ
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま

す
。
家
庭
で
も
ス
マ
ホ
の
使
い
方
に
つ
い

て
十
分
に
約
束
を
し
、
家
庭
教
育
と
学
校

教
育
両
輪
で
対
応
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

次
に
、
情
報
教
育
に
つ
い
て
は
、
本
市

で
は
小
・
中
学
校
全
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
し
ま
し
た
。
特
に
授
業
の
中
で

の
情
報
機
器
活
用
に
つ
い
て
、
研
究
も
進

め
な
が
ら
子
ど
も
達
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
を
取
り
扱
う
よ
う
に
な
り
、
情
報

教
育
が
ま
す
ま
す
進
む
よ
う
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

◎
そ
の
他

◆
意
見
「
サ
ル
ビ
ー
」の
今
後
の
活
用
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。「
き
ー
ぼ
ー
」と
比
べ

て
活
躍
の
場
が
少
な
い
と
感
じ
る
。

◆
回
答

数
年
前
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
コ

ン
テ
ス
ト
等
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
、

安
城
七
夕
ま
つ
り
を
全
国
に
P
R
す
る
と

い
う
戦
略
で
、「
サ
ル
ビ
ー
」で
は
な
く
、

「
き
ー
ぼ
ー
」一
本
で
参
加
し
ま
し
た
。

り
、
持
ち
物
も
増
え
、
中
身
は
非
常
に
重

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
学
校
に
よ
っ
て

は
、
学
校
に
保
管
し
、
毎
日
家
へ
持
ち
帰

ら
な
く
て
も
い
い
教
材
と
、
毎
日
家
に
持

ち
帰
り
、
ぜ
ひ
学
習
し
て
ほ
し
い
教
材
を

区
別
す
る
等
、
工
夫
は
し
て
い
ま
す
。

◆
意
見

各
小
中
学
校
へ
配
置
し
て
い
る

臨
床
心
理
士
を
増
員
し
て
各
学
校
専
属
と

し
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、

家
庭
教
育
や
子
育
て
の
悩
み
を
相
談
で
き

る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

◆
回
答

現
在
、
県
の
事
業
で
中
学
校
に

は
週
に
1
日
、
小
学
校
に
は
３
週
間
か
ら

４
週
間
に
1
日
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
な
い
時
間

で
す
が
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
た

り
、
子
ど
も
達
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
で
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
に
臨

床
心
理
士
を
常
駐
さ
せ
て
い
ま
す
。
ふ
れ

あ
い
相
談
と
い
う
名
称
で
、
悩
み
の
あ
る

保
護
者
を
中
心
に
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
相

談
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
多

数
の
希
望
が
あ
り
、
十
分
な
対
応
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
同
じ
く
教
育
セ
ン
タ
ー
の
中

に
、
臨
床
心
理
士
の
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
定
年
退
職
し
た
校
長
を
社
会
教
育
指

導
員
と
し
て
配
置
し
て
お
り
、
長
年
教
育

に
携
わ
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
相
談

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
子
育
て
の
相
談
、
家
庭
教

育
等
に
か
か
わ
る
相
談
等
様
々
な
相
談
が

コ
ン
テ
ス
ト
で
の
成
果
も
あ
っ
て
、
現

在
は
、「
き
ー
ぼ
ー
」が
安
城
市
の
代
表
的

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

し
か
し
、「
き
ー
ぼ
ー
」は
七
夕
ま
つ
り

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
安
城
市
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
今
で
も「
サ
ル
ビ
ー
」で
す
。「
サ
ル

ビ
ー
」は
、
元
気
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
は「
サ
ル
ビ
ー
」に
も
た
く
さ
ん

活
躍
し
て
も
ら
い
、「
き
ー
ぼ
ー
」は
今
後

も
七
夕
ま
つ
り
を
中
心
に
活
躍
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
等
で
み
ん
な
で「
サ
ル
ビ

ー
」を
応
援
し
よ
う
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
あ
れ
ば
、「
サ
ル
ビ
ー
」の
存
在
感
は

強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
次
の
戦
略
と
し

て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
の
方
法
で
、
市
政
に
つ
い
て
の
、

皆
さ
ん
の
意
見
・
提
案
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
意
見
と
回
答
の
要
旨
は
、

市
H
P
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
長
へ
の
メ
ー
ル

市
H
P
内「
市

長
へ
の
メ
ー
ル
」ペ
ー
ジ
の
フ
ォ
ー

ム
か
ら
送
信
で
き
ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
の「
市
長
の
ペ
ー
ジ
」バ
ナ
ー
か

ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

ご
意
見
B
O
X

切
手
不
要
で
意
見

を
郵
送
で
き
る
用
紙
で
す
。
市
役
所

案
内
や
各
地
区
公
民
館
等
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
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ま
す
。

◎
教
育

◆
意
見

最
近
は
、
気
候
の
変
化
か
ら
か

気
温
が
上
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
昔
と
は

環
境
が
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
思

う
。
小
中
学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
整

備
す
る
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

◆
回
答

県
内
で
も
す
で
に
整
備
し
た
事

例
が
あ
り
、
課
題
と
し
て
い
ま
す
が
、
市

内
の
小
・
中
学
校
全
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
す
る
と
、

億
円
程
の
投
資
が
必
要
に

２０

な
り
ま
す
。
ま
た
、
安
城
市
で
は
５
年
ほ

ど
前
に
扇
風
機
を
設
置
し
た
ば
か
り
で
あ

る
こ
と
、
冷
房
の
稼
働
期
間
は
夏
休
み
を

除
く
と
２
カ
月
半
か
ら
３
カ
月
程
度
と
短

い
た
め
、
暖
房
と
し
て
使
う
と
し
て
も
、

学
校
に
は
既
に
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
活
用

し
て
い
る
こ
と
等
、
本
市
の
事
情
も
あ
り

◆
意
見

あ
ん
く
る
バ
ス
が
あ
る
日
突
然

来
な
く
な
っ
た
。
今
後
ど
う
な
る
の
か
聞

か
せ
て
も
ら
い
た
い
。
路
線
の
見
直
し
が

あ
る
と
聞
い
て
い
た
が
ど
う
か
。

◆
回
答

平
成

年
に
大
き
な
改
編
を
行

２６

い
、
概
ね
市
内
全
域
に
行
き
渡
っ
た
と
思

お
お
む

っ
て
い
ま
す
。
路
線
の
頻
繁
な
変
更
は
、

ひ
ん
ぱ
ん

利
用
者
の
混
乱
を
招
き
ま
す
の
で
、
し
ば

ら
く
は
現
状
の
ル
ー
ト
で
様
子
を
見
た
い

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
路
線
見
直
し
の
要
望
は
各
地

で
聞
き
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
改
編
を
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
時
期
は
バ
ス
会
社
を
変
更
す
る
時
が

適
当
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
の
機
会
は
５

年
後
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
間
は
要
望

を
聞
き
な
が
ら
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
す
。

さ
ら
に
、
導
入
を
予
定
し
て
い
る
刈
谷

市
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
刈
谷
市
で
は
、
都

市
ガ
ス
が
利
用
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
安
城
市
で
は
都

市
ガ
ス
が
利
用
で
き
な
い
学
校
が
あ
り
、

夏
場
や
冬
場
の
電
力
の
ピ
ー
ク
を
い
か
に

下
げ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
の
時
代
に
、

電
力
を
多
く
使
用
す
る
方
式
の
エ
ア
コ
ン

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ガ
ス
で
エ
ア
コ
ン
を
運
転
す
る
場
合
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
で
ど
の
程
度
運
転
で
き
る
の

か
、
不
確
実
な
部
分
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
検
討
し
な
が
ら
、
今

後
整
備
し
て
い
く
方
向
で
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
順
序
や
時
期
を
見
計

ら
っ
て
一
斉
に
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か

る
と
思
い
ま
す
。

◆
意
見

中
学
生
が
重
い
リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
通
学
し
て
い
る
の
を
見
か
け
る
。

小
さ
い
体
の
子
も
い
て
大
変
苦
労
し
て
い

る
と
思
う
。
全
国
的
に
も
問
題
に
な
っ
て

い
る
と
聞
く
。
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

◆
回
答

小
学
生
、
中
学
生
と
も
に
通
学

時
に
は
、
用
具
を
持
っ
て
い
き
ま
す
が
、

小
学
生
は
以
前
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
を
使
っ

て
い
ま
す
。
中
学
生
は
、
だ
ん
だ
ん
カ
バ

ン
の
中
身
も
重
く
、
そ
し
て
量
も
増
え
た

た
め
、
次
第
に
リ
ュ
ッ
ク
を
通
学
で
使
う

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
、
教
科
書
の
大
き
さ
も
大
き
く
な

◎
福
祉

◆
意
見

市
役
所
で
手
話
通
訳
者
が
不
在

で
、
満
足
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
ず
、
再
来
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
手

話
通
訳
者
を
増
員
し
て
ほ
し
い
。

◆
回
答

障
害
福
祉
課
の
窓
口
に
は
、
毎

日
開
庁
時
間
中
に
、
手
話
通
訳
者
を
１
人

配
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
他
市
と
比

べ
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
不
在
時
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
事
前

に
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
等
で
対
応
の
可
否

を
確
認
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
確
実
で
す
。

ま
た
、
障
害
福
祉
課
の
職
員
も
自
発
的

に
手
話
の
勉
強
会
を
行
っ
て
お
り
、
若
干

は
対
応
で
き
ま
す
。

◆
意
見

病
児
保
育
の
施
設
が
市
内
に
1

カ
所
あ
る
そ
う
だ
が
、
今
後
、
増
や
す
予

定
は
あ
る
か
。
ま
た
、
前
日
ま
で
に
予
約

が
必
要
で
あ
り
、
利
用
し
に
く
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
。
改
善
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

◆
回
答

病
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
病
児・

病
後
児
保
育
室「
ぐ
ん
ぐ
ん
」（
法
連
町
）で

実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
年

名
程
の
利
用

３００

が
あ
り
ま
す
。
１
日
あ
た
り
４
人
ま
で
受

け
入
れ
可
能
で
す
が
、
４
人
受
け
入
れ
た

日
は
年
間
で
数
日
で
す
の
で
、
施
設
を
増

や
す
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

病
児
保
育
で
は
、
病
気
の
子
ど
も
を
預

か
り
、
時
に
は
感
染
症
の
子
ど
も
を
預
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
他
の
子
ど
も
へ
の

感
染
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
預
け
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
事
前
予
約
を
お
願
い
し
て
い
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さ
れ
て
お
り
、
平
成

年
度
に
社
会
教
育

２８

指
導
員
が
取
り
扱
っ
た
相
談
件
数
は
、
電

話
で
の
相
談
が

件
、
教
育
セ
ン
タ
ー
に

９１１

出
向
い
て
の
相
談
は

件
で
し
た
。
子
育

６９０

て
、
家
庭
教
育
等
の
相
談
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
意
見

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
以
下「
ス
マ

ホ
」）が
子
ど
も
達
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。
子
ど
も
達
を
ス
マ
ホ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
遠
ざ
け
る
だ
け
で
は

意
味
が
な
い
と
感
じ
る
。
若
い
子
ほ
ど
パ

ソ
コ
ン
が
使
え
な
い
と
い
う
状
況
が
気
に

な
る
。

◆
回
答

ス
マ
ホ
は
大
変
便
利
な
ツ
ー
ル

で
す
が
、
教
育
の
立
場
か
ら
は
マ
イ
ナ
ス

面
が
浮
か
び
ま
す
。

現
在
、
多
く
の
子
ど
も
達
が
ス
マ
ホ
を

持
つ
状
況
に
な
り
、
ス
マ
ホ
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
や
ス
マ
ホ
が
原
因
の
い
じ
め
が
現

実
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
特
に
中
学
生
の

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
の
多
く
が
、
無
料
通
信

ア
プ
リ
で
す
。
返
信
が
来
な
い
、
誹
謗
中

傷
を
受
け
た
等
の
ト
ラ
ブ
ル
や
い
じ
め
等

が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
目
に
見
え
な
い

と
こ
ろ
で
の
こ
と
で
す
の
で
、
教
員
、
保

護
者
に
と
っ
て
対
応
が
難
し
い
状
況
で
す
。

学
校
で
は
県
警
や
携
帯
電
話
事
業
者
か

ら
講
師
を
招
き
、
時
に
は
保
護
者
も
交
え
、

ス
マ
ホ
の
怖
さ
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま

す
。
家
庭
で
も
ス
マ
ホ
の
使
い
方
に
つ
い

て
十
分
に
約
束
を
し
、
家
庭
教
育
と
学
校

教
育
両
輪
で
対
応
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

次
に
、
情
報
教
育
に
つ
い
て
は
、
本
市

で
は
小
・
中
学
校
全
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
し
ま
し
た
。
特
に
授
業
の
中
で

の
情
報
機
器
活
用
に
つ
い
て
、
研
究
も
進

め
な
が
ら
子
ど
も
達
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
を
取
り
扱
う
よ
う
に
な
り
、
情
報

教
育
が
ま
す
ま
す
進
む
よ
う
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

◎
そ
の
他

◆
意
見
「
サ
ル
ビ
ー
」の
今
後
の
活
用
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。「
き
ー
ぼ
ー
」と
比
べ

て
活
躍
の
場
が
少
な
い
と
感
じ
る
。

◆
回
答

数
年
前
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
コ

ン
テ
ス
ト
等
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
、

安
城
七
夕
ま
つ
り
を
全
国
に
P
R
す
る
と

い
う
戦
略
で
、「
サ
ル
ビ
ー
」で
は
な
く
、

「
き
ー
ぼ
ー
」一
本
で
参
加
し
ま
し
た
。

り
、
持
ち
物
も
増
え
、
中
身
は
非
常
に
重

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
学
校
に
よ
っ
て

は
、
学
校
に
保
管
し
、
毎
日
家
へ
持
ち
帰

ら
な
く
て
も
い
い
教
材
と
、
毎
日
家
に
持

ち
帰
り
、
ぜ
ひ
学
習
し
て
ほ
し
い
教
材
を

区
別
す
る
等
、
工
夫
は
し
て
い
ま
す
。

◆
意
見

各
小
中
学
校
へ
配
置
し
て
い
る

臨
床
心
理
士
を
増
員
し
て
各
学
校
専
属
と

し
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、

家
庭
教
育
や
子
育
て
の
悩
み
を
相
談
で
き

る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

◆
回
答

現
在
、
県
の
事
業
で
中
学
校
に

は
週
に
1
日
、
小
学
校
に
は
３
週
間
か
ら

４
週
間
に
1
日
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
な
い
時
間

で
す
が
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
た

り
、
子
ど
も
達
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
で
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
に
臨

床
心
理
士
を
常
駐
さ
せ
て
い
ま
す
。
ふ
れ

あ
い
相
談
と
い
う
名
称
で
、
悩
み
の
あ
る

保
護
者
を
中
心
に
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
相

談
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
多

数
の
希
望
が
あ
り
、
十
分
な
対
応
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
同
じ
く
教
育
セ
ン
タ
ー
の
中

に
、
臨
床
心
理
士
の
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
定
年
退
職
し
た
校
長
を
社
会
教
育
指

導
員
と
し
て
配
置
し
て
お
り
、
長
年
教
育

に
携
わ
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
相
談

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
子
育
て
の
相
談
、
家
庭
教

育
等
に
か
か
わ
る
相
談
等
様
々
な
相
談
が

コ
ン
テ
ス
ト
で
の
成
果
も
あ
っ
て
、
現

在
は
、「
き
ー
ぼ
ー
」が
安
城
市
の
代
表
的

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

し
か
し
、「
き
ー
ぼ
ー
」は
七
夕
ま
つ
り

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
安
城
市
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
今
で
も「
サ
ル
ビ
ー
」で
す
。「
サ
ル

ビ
ー
」は
、
元
気
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
は「
サ
ル
ビ
ー
」に
も
た
く
さ
ん

活
躍
し
て
も
ら
い
、「
き
ー
ぼ
ー
」は
今
後

も
七
夕
ま
つ
り
を
中
心
に
活
躍
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
等
で
み
ん
な
で「
サ
ル
ビ

ー
」を
応
援
し
よ
う
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
あ
れ
ば
、「
サ
ル
ビ
ー
」の
存
在
感
は

強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
次
の
戦
略
と
し

て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
の
方
法
で
、
市
政
に
つ
い
て
の
、

皆
さ
ん
の
意
見
・
提
案
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
意
見
と
回
答
の
要
旨
は
、

市
H
P
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
長
へ
の
メ
ー
ル

市
H
P
内「
市

長
へ
の
メ
ー
ル
」ペ
ー
ジ
の
フ
ォ
ー

ム
か
ら
送
信
で
き
ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
の「
市
長
の
ペ
ー
ジ
」バ
ナ
ー
か

ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

ご
意
見
B
O
X

切
手
不
要
で
意
見

を
郵
送
で
き
る
用
紙
で
す
。
市
役
所

案
内
や
各
地
区
公
民
館
等
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

峨 広報あんじょう 2018.1.15

▲アンフォーレ開業を祝うサルビーときーぼー

■問 ▼秘書課（緯〈７１〉２２０２）
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